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おしらせHOTコーナー　案内・催し 
  　

消
防
団
員
の
災
害
に
対
応
す
る
教
育
訓

練
の
成
果
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
消
防

団
員
と
し
て
の
使
命
感
の
啓
発
と
士
気
の

高
揚
を
図
り
ま
す
。
多
数
の
見
学
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
 

A

１１
月
４
日
豸
　
午
前
９
時
〜
正
午
 

B

八
潮
中
学
校
校
庭
（
雨
天
の
場
合
は
体

育
館
）
 

I
消
防
本
部
総
務
課
蕁
A
３
５
１
 

  　
大
会
開
催
の
た
め
、
休
止
と
な
り
ま
す
。
 

A

１１
月
１１
日
豸
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
第
４
部
は
平
常
通
り
 

I
市
民
温
水
プ
ー
ル
蕁
９３６
・
６
８
２
４
 

  　
市
で
は
、
市
税
（
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国

民
健
康
保
険
税
）
の
納
税
に
つ
い
て
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

A

１０
月
１６
日
貂
・
１７
日
貉
・
２３
日
貂
・
２４

日
貉
　
午
後
５
時
１５
分
〜
７
時
 

B

納
税
課
（
１２
番
窓
口
）
、
国
保
年
金
課

（
６
番
窓
口
）
 

I

納
税
課
蕁
A

２
０
７
、
国
保
年
金
課
蕁

A
８
３
３
 

  ①
入
学
準
備
金
（
無
利
子
）
 

C

高
校
・
専
修
学
校
・
大
学
に
入
学
す
る

こ
と
が
確
実
な
方
の
保
護
者
で
、
入
学
費

用
の
支
払
が
困
難
な
方
 

G

高
校
・
専
修
学
校
＝
１５
万
円
以
内
、
大

学
＝
２５
万
円
以
内
 

H

１１
月
１
日
〜
１２
月
１４
日
 

②
教
育
資
金
（
無
利
子
）
 

C

高
校
・
専
修
学
校
・
大
学
に
在
学
ま
た

は
入
学
す
る
こ
と
が
確
実
な
方
で
、
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
方
の
保

護
者
 

G

高
校
・
専
修
学
校
＝
３０
万
円
以
内
・
大

学
＝
５０
万
円
以
内
 

H
毎
月
１
日
〜
１５
日
 

―
①
②
共
通
―
　
 

C

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て

い
る
方
。
保
証
人
１
人
要
（
原
則
市
内
に

住
民
登
録
あ
り
・
１
年
以
上
居
住
）
 

D

卒
業
後
６
カ
月
据
え
置
き
・
５
年
以
内

に
返
済
　
 

I
教
育
総
務
課
蕁
A
３
７
７
 

  　
県
で
は
、
国
の
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進

月
間
」
に
合
わ
せ
、
１１
月
４
日
豸
か
ら
１０

日
貍
ま
で
を
「
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ

プ
集
中
啓
発
・
指
導
週
間
」
と
し
て
い
ま

す
。
 

　
駐
停
車
中
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
（
自
動
車

等
の
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
っ
放
し
に
す
る
こ

と
）
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
駐
停

車
中
は
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。
 

I
県
青
空
再
生
課
蕁
０４８
・
８３０
・
３
０
６
６
 

   　
外
環
道
内
回
り
外
環
三
郷
西
Ｉ
Ｃ
〜
草

加
Ｉ
Ｃ
間
で
、
昼
夜
連
続
の
車
線
規
制
工

事
（
終
日
規
制
）
を
実
施
し
ま
す
。
期
間

中
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
道
路
交

通
情
報
を
ご
確
認
の
う
え
、
ゆ
と
り
を
持

っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
近
隣
の
皆
さ
ん
に
も
工
事
騒
音

等
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

A

１１
月
５
日
豺
・
午
後
８
時
〜
１１
月
１５
日

貅
・
午
前
６
時
※
雨
天
順
延
の
場
合
あ
り
 

I

東
日
本
高
速
道
路
㈱
関
東
支
社
三
郷
管

理
事
務
所
蕁
９５２
・
９
０
１
９
 

  　
配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
平
成
２０
年
１
月

１１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
保
護
命
令
制
度

の
拡
充
、
市
町
村
に
対
す
る
基
本
計
画
策

定
の
努
力
義
務
等
を
定
め
た
、
配
偶
者
暴

力
防
止
法
の
一
部
改
正
法
が
、
平
成
１９
年

の
通
常
国
会
で
成
立
し
、
７
月
１１
日
に
公

布
さ
れ
ま
し
た
。
 

●
保
護
命
令
制
度
の
拡
充
 

１
　
生
命
ま
た
は
身
体
に
対
す
る
脅
迫
を
 

　
　
受
け
た
被
害
者
に
係
る
保
護
命
令
 

２
　
電
話
等
を
禁
止
す
る
保
護
命
令
 

３
　
被
害
者
の
親
族
等
へ
の
接
近
禁
止
命
 

　
　
令
 

●
市
町
村
基
本
計
画
の
策
定
の
努
力
義
務

　
な
ど
 

I

男
女
共
同
参
画
課
蕁
A

８
１
１
※
内
閣

府
で
は
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害
者
支
援

情
報
サ
イ
ト（http://www.gender.go.jp 

/e-vaw/index.htm

）
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

  　
労
働
保
険
は
、
「
労
災
保
険
」
と
「
雇

用
保
険
」
の
総
称
で
、
政
府
が
管
掌
し
て

い
る
保
険
制
度
で
す
。
労
働
者
が
通
勤
途

上
に
負
傷
し
た
場
合
や
、
業
務
上
の
事
由

な
ど
で
失
業
し
た
場
合
な
ど
に
必
要
な
保

険
給
付
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
労
働
保
険
は
、
原
則
と
し
て
労
働
者
を

一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
主
は
、
加
入
手

続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納
付
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
未
加
入
の
事
業

主
の
方
は
、
加
入
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

I

春
日
部
労
働
基
準
監
督
署
蕁
０４８
・
７３５
・

５
２
２
６
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
草
加
（
草
加

公
共
職
業
安
定
所
）
蕁
９３１
・
６
１
１
１
、

埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
課
蕁
０４８
・
６００

・
６
２
０
３
 

   　
仕
事
と
子
育
て
な
ど
の
家
庭
生
活
の
調

和
を
意
味
す
る
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
」
と
い
う
考
え
方
が
、
企
業
に
と
っ
て

人
材
の
確
保
・
定
着
と
い
う
視
点
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
県
で
は
１０
月
を
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
推
進
月
間
」
と
し
て
、
普
及
啓
発
を

進
め
て
い
ま
す
。
１０
月
２１
日
豸
か
ら
２７
日

貍
ま
で
は
、
定
時
退
社
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

す
。
皆
さ
ん
の
職
場
で
も
、
定
時
ま
た
は

早
め
の
退
社
に
努
め
る
と
と
も
に
働
き
方

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

I
県
少
子
政
策
課
蕁
０４８
・
８３０
・
３
３
４
３
 

   　
す
べ
て
の
事
業
主
に
は
、
外
国
人
労
働

者
の
雇
用
・
離
職
の
際
に
、
そ
の
外
国
人

の
氏
名
、
在
留
資
格
、
在
留
期
間
等
を
厚

生
労
働
大
臣
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
へ
届
出

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
雇
用
・
労
働

条
件
の
確
保
と
、
不
法
就
労
防
止
に
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

I
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
草
加
蕁
９３１
・
６
１
１
１
 

  　
１０
月
１
日
に
越
谷
社
会
保
険
事
務
所
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。
春
日
部
社
会
保
険
事

務
所
の
管
轄
区
域
で
あ
っ
た
八
潮
市
は
、

越
谷
社
会
保
険
事
務
所
の
管
轄
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
今
ま
で
の
越
谷
年
金
相
談

セ
ン
タ
ー
（
新
越
谷
駅
ビ
ル
・
ヴ
ァ
リ
エ

３
階
）
は
、
同
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
 

B

〒
３４３
―
８
５
８
５
越
谷
市
南
越
谷
１
―

２
８
７
６
―
１
・
越
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
５
階
※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
車
で
の
来
所
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

I

越
谷
社
会
保
険
事
務
所
▼
庶
務
課
蕁
９９０

・
３
９
０
０
▼
適
用
給
付
課
蕁
９９０
・
３
９

０
１
▼
年
金
給
付
課
蕁
０
５
７
０
・
０５
・

１
１
６
５
▼
国
民
年
金
適
用
課
・
国
民
年

金
保
険
料
課
蕁
９９０
・
３
９
０
８
 

               　
１１
月
１
日
か
ら
、
国
税
に
関
す
る
質
問
・

相
談
窓
口
と
し
て
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
ま
す
。
 

　
こ
れ
に
伴
い
、
税
務
署
の
代
表
電
話
が

自
動
音
声
に
変
わ
り
、
電
話
相
談
セ
ン
タ

ー
と
税
務
署
窓
口
を
選
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
。
 

　
な
お
、
税
務
署
に
設
置
さ
れ
て
い
る
税

務
相
談
室
分
室
で
の
電
話
相
談
や
面
接
相

談
は
廃
止
と
な
り
ま
す
。
 

I
越
谷
税
務
署
蕁
９６５
・
８
１
１
１
 

  A

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
　
午
後
１
時
〜

４
時
、
毎
週
火
曜
日
　
午
前
１０
時
〜
正
午
 

B

さ
い
た
ま
商
工
会
議
所
会
館
内
（
Ｊ
Ｒ

浦
和
駅
西
口
下
車
徒
歩
１５
分
）
 

C

資
力
が
一
定
基
準
以
下
の
方
で
、
法
的

ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方
 

H

法
テ
ラ
ス
埼
玉
蕁
０５０
・
３
３
８
３
・
５

３
７
５
 

       　
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
安
全
運

転
の
健
康
度
を
診
断
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

A

１１
月
１９
日
豺
　
午
前
９
時
〜
正
午
 

B
八
潮
自
動
車
教
習
所
（
木
曽
根
５１１
）
 

C

市
内
在
住
の
６５
歳
以
上
で
、
普
通
免
許

以
上
の
免
許
を
取
得
し
て
い
る
方
 

F

３０
人
（
申
込
順
）
 

H

１１
月
１
日
か
ら
、
電
話
で
草
加
警
察
署

交
通
課（
蕁
９４３
・
０
１
１
０
A
４
１
１
）へ
 

  A

①
１０
月
３０
日
貂
・
②
３１
日
貉
　
午
後
６

時
３０
分
〜
８
時
３０
分
 

B
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室
１
・
２
（
３
階
）
 

C
県
内
勤
労
者
・
使
用
者
、
一
般
の
方
 

D

①
事
例
か
ら
学
ぶ
労
働
法
（
退
職
・
解

雇
編
）
※
講
師
＝
若
杉
由
加
里
さ
ん
（
社

会
保
険
労
務
士
）
、
人
権
問
題
に
つ
い
て

※
講
師
＝
社
会
教
育
審
議
会
委
員
、
②
事

例
か
ら
学
ぶ
労
働
法
（
就
業
規
則
編
）
※

講
師
＝
小
尾
凡
夫
さ
ん
（
社
会
保
険
労
務
士
） 

F

４０
人
（
申
込
順
）
 

G
無
料
 

H

１０
月
１９
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は
電
話
で
、

商
工
振
興
課
（
蕁
A

３
３
６
）
ま
た
は
市

商
工
会
（
蕁
９９６
・
１
９
２
６
）
へ
 

１０
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で
す
 

市
民
温
水
プ
ー
ル
の
一
般
使
用
休
止
 

越
谷
社
会
保
険
事
務
所
新
設
！
 

法
テ
ラ
ス
埼
玉
無
料
法
律
相
談
 

国
税
局
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
開
設
 

１０
月
１
日
か
ら
外
国
人
雇
用
状
況
 

報
告
制
度
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
 

東
日
本
高
速
道
路
㈱
か
ら
 

工
事
の
お
知
ら
せ
 

配
偶
者
暴
力
防
止
法
の
改
正
 

消
防
団
特
別
点
検
 

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
！
 

入
学
準
備
金
・
教
育
資
金
の
貸
付
 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
 

進
め
ま
し
ょ
う
 

シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
ド
ッ
ク
 

市議会新正副議長決まる！ 
　平成１９年第３回八潮市議会定例会（９月２１日） 
において、新たな正副議長が選任されました。 

議　長 
住 　 所  
経 　 歴  

副議長 
住 　 所  
経 　 歴  

吉田準一氏（55歳） 
南後谷７３２ 
市議会議員　３期目 

小倉順子氏（49歳） 
大曽根５４１ 
市議会議員　３期目 

第16回

やしお
市民まつり開催

　詳細については、１０月２６日（金）の新聞折り込みのチラシを
ご覧ください。 
A１０月２８日（日）　午前９時～午後４時 

B市役所周辺・けやき通り 
D物産展示即売会・模擬店、各種パレード、阿波踊り、獣拳戦
隊ゲキレンジャーショー、子ども広場、ふれあい広場など 
Iやしお市民まつり実行委員会事務局 
  （生涯学習まちづくり推進課内）蕁A４６５ 

総務常任委員会委員長、建設水道常任
委員会委員長、外環・東埼玉道路周辺対
策特別委員会委員長、八潮市監査委員 

民生経済常任委員会委員長、民生経済常任委
員会副委員長、総務文教常任委員会副委員長、
つくばエクスプレス沿線整備特別委員会副委
員長、八潮駅周辺対策特別委員会副委員長 

N

JR武蔵野線 

県
道
足
立
越
谷
線
 

東
武
伊
勢
崎
線
 

オ
ー
パ
 

至東川口 至宮川 

至蒲生至蒲生 至蒲生 

至越谷 

新越谷駅入口 

南越谷 

埼玉りそな銀行 

ダイエー 
南越谷店 越谷コミュニティ 

センター 

南越谷駅 

越谷社会保険事務所 

新
越
谷
駅
 

よしだ おぐら じゅんこ じゅんいち 

　わんぱく相撲大会　A１０月２７日（土）　午前９時～午後３時 
B文化スポーツセンター 

労
働
セ
ミ
ナ
ー
 

夜
間
納
税
相
談
窓
口
 


